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Eclatの経験
• 図書館から。。。

– 出版社のCOUNTER準拠のレポートは十分でない。
• 全体の利用はわかるが、だれが、どの部局がの情報がない。
• Global IPを利用していれば測定可能だが、Proxyを利用した場合不可

– 図書館は、誰が、どの部局がたくさん利用しているか知りたい。
• 現状知るすべがない。

– 図書館は全通信を測定したい。
• 学認等との統合面倒。
• 図書館だけで、調整できないか？
• 最終的には、請求書を部局に回せる準備がしたい。
• 面倒な作業はしたくない。

– モバイルはAppsが一般的。
• モバイルのブラウザ利用はナンセンス

• コンテンツと部局をコントロールするには。。。
– やっぱり、Remote Access だけでなく、全部アクセスさせる必要がある。
– でも全部Portalにナビゲーションするのはちょっと心配

• Eclatから。。。
– EZProxy 等もそうだが、Reverse Proxyを利用するサービスは、出版社がサービス変更すると
変更しなければならず、メンテナンスが大変だ！

– RemoteXsのポータルの初期設定が非常に大変、楽に売れないか。。。
• ポータルなくても売れるサービスないかなー



事例と考察
:戦略的利用情報の収集と分析

• 成功例!
• 名古屋グランパスエイトの例

– 以前の状況
• コンビニエンスストアでのチケット販売 (誰がチケットを買っているか
見えない仕組み)

• 試合があるから、スタジアムに来てという態度 (一方通行な態度)
• 自己満足イベント (第三者評価のないイベント)
• レストランや軽食を売っている店が少ない。 (ユーザのニーズを
キャッチアップしていない。)

– 現状
• チケット販売の変更ー誰が買ったかわかる仕組みとその分析
• ファンによるイベント評価
• 毎年変わる選手によらないファンを満足させるための戦略
• レストランや軽食の販売の店の増加
• 挑戦：どのように初めてのお客様から、リピーター増やしてゆくか？
• コーチ、選手、順位によらないファンを増やす

https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20180926-00000001-wordleafv-socc



• 図書館ビジネスへの応用
– 現状

• オンラインコンテンツの提供 (利用者が特定できない)
• 図書館があるから来てという態度 (一方通行な態度)
• 自己満足イベント
• 読書、勉強のための図書館

– 将来
• 利用者の把握とその分析
• ユーザによるイベント評価
• 毎年変更になるコンテンツによらず、ユーザを満足させるため
の戦略

• 場としての図書館
• 挑戦: 初めて来たお客様をファンにするか?
• 図書館の購読物や場所としての図書館に依存しないファンを作
る。

事例と考察
:戦略的利用情報の収集と分析
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学（社）内の全通信について個人識別を意識しないで、
シームレスに統合するサービス



Agenda
• MyLOFTとは何か?

– 概要
– システム構成図
– 手順
– ログ収集機能
– サービス提供例
– RemoteXsと何が違うの？



MyLOFTとは何か?
概要：
図書館によるユーザへの利便性の提供と同時にオ
ンライン・コンテンツ利用確認ツール

1. 個人用ポータルサイト
2. 簡易リンクリゾルバー
3. 簡易文献管理サービス
4. モバイル対応

図書館によるコンテンツ管理サービス
1. ユーザグループとコンテンツグループの設定
2. 利用統計



MyLOFTシステム構成図：
MyLOFTシステム構成図

IP
設定

Browser Mobile Apps

MyLOFT
ブラウザ/Mobile Apps
購読ジャーナルブラウズ、購読eBooksブラウズ
購読データベース

Site1 Site2

簡易リンクリゾルバ

簡易⽂献管理サービス
購読⽂献やサイト、⾮購読
⽂献やサイトのタグ付けと
コレクション保存

出版社

連携

機関購読サイトへアクセス

MyLOFT個⼈⽤ポータル

ジャーナルの巻号からの表⽰
お気に⼊りと登録等

簡易ブラウジング

フルテキストリンク

管理者

このマークは購読の証



個人用ポータルサイト
＆簡易文献管理サービス

2サイト図書館
10サイトユーザ管理

ユーザ保存ページ 検索タグとともに



機関購読コンテ
ンツの表⽰

個人用ポータルサイト
＆機関購読コンテンツ



簡易リンクリゾルバー

このマークは
機関購読の証

このマークは
設定済みの証

結果的にGoogle等が
Link resolverに変身！

ただしYahoo！等の検索結果は未対応
他のブラウザでも検索からのフルテキ
スト・アクセスは可能



簡易リンクリゾルバー



モバイル対応：

タグ付け、オフラインリーディング可能



ユーザグループとコンテンツグループの設定

←ユーザグループ設定
PDFダウンロード1⽇あたりの制限
利⽤統計時に表⽰

E-Resource Group→
E-Resource Groupと
ユーザグループとの組み
合わせにて、E-
Resourceアクセスを制
限



https://admin.myloft.xyz/institutes/cjnn8un7390ek0746t8fr9ysd/reports/1/last-30-days

https://admin.myloft.xyz/institutes/cjnn8un7390ek0746t8fr9ysd/
reports/2/last-30-days

https://admin.myloft.xyz/institutes/cjnn8un7390ek0746t8fr9ysd/r
eports/2/last-30-days

ログ収集機能：



ログ収集機能：
-出版社毎ージャーナルまで

ACSをクリック
どのジャーナルを利用
しているか確認
可能



ログ収集機能：
-情報源毎-コンテンツ-個人利用まで

私(kasama)がACSのどのジャーナルにアクセスしたか？



ログ収集機能：
-User毎-出版社種別-ジャーナルまで

私がどの出版社にアクセスして、
どのタイトルを見たか？
ACSとElsevierの例



図書館によるコンテンツ提供サービス例1
サービス提供例：
ユーザの属性に合わせて、キャンパス毎の購読コンテンツに合わせて
コンテンツ（ドメインレベル)を提供

MyLOFT-AWS network
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部局 A

MyLOFT
部局 B

部局 C

共通
コンテンツ

部局コンテンツA

部局コンテンツB

部局コンテンツC

管理者が部局と部局のコンテンツを制御

図書館によるコンテンツ提供サービス例2
サービス提供例：



No Comparison RemoteXs MyLOFT
1ポータル 必要 無くてもOK
2コンテンツへのURL 特別URL (because of reverse proxy) 出版者サイトと同じ

3 Web app Chrome and Firefox Chrome Webstore apps
4 Browser Extension Not Applicable Chrome (Will support others in future)
5モバイル対応 ブラウザ Apps (iOS and Android)
6コンテンツグループ 作成可能 作成可能

7ユーザグループ 1タイプのみ可能 複数のアサイン可能

8メンテナンス 出版者の変更後に従って作業 簡単(URLが同じため）
9自動ステータス確認 不可 (Reverse Proxyのため) 可能(Activeかそうでないか）

10コンテンツへのID/Passwordアクセス 可能 未対応

11コンテンツへのIP認証アクセス サポート サポート

12 SSL access 可能 サポート

13 Shibboleth Access 可能 (SAML経由) サポート不可

14個人の認証 複数の認証システムサポート ビルトインEmail-password based とGoogle Sign-in
15論文の保存と管理 サポート不可 サポート

16 Discovery service ウィジェットにて対応 Adminパネルから設定可能

基本的な違い
コンセプト：
戦略的利用情報をどこで入手するか？
RemoteXs=Portal Site  MyLOFT=ブラウザ

Remotexsは多くの認証に対応
MyLoftはChrome Browserに依存（次期EdgeはChromeエンジン利用）

RemoteXsと何が違うの？
RemoteXsとMyLOFTの違い



RemoteXsと何が違うの？
RemoteXsとMyLOFTの違い

MyLOFT
User

Group A

User
Group B

Group A+B

Resource 
Group 1

Resource 
Group 2

Group 1+2
コントロール
＋利用統計

RemoteXs
User

Group A

User
Group B

Group C

Resource 
Group 1

Resource 
Group 2

Group 1+2
コントロール
＋利用統計

ReomoteXsの
ユーザグループは
1つだけ選択可能

MyLOFTは
ユーザグループは
複数選択可能

Mobile対応
Mobileでは、個人が特定されているのに、なぜID/Passが必要?
Mobile Apps: MyLOFT
Mobile Browser + ID and password: RemoteXs

Moblile連携
Browserで見つけた論文をMobileでゆっくり読む：MyLOFT
自分で、PDFファイルをダウンロードして共有: RemoteXs



おわりに
• MyLOFTは2020年1月にサービス提供開始で、International価格
が最近決定しました。

• MyLOFTを導入することで結果的にGoogleがLink resolverになっ
てしまう可能性があります。

• 現状出版社の提供するCOUNTER準拠のレポートでは、組織全体の
利用統計であり、誰が、どの部局がアクセスしたかは把握すること
は出来ません。

• オンラインコンテンツの利用状態を確認することが重要でなく、利
用を確認してデータとして、活用し、分析し、次のアクションに移
すことが重要であろうと考えます。

• 是非、MyLOFTとともに、現状のオンラインコンテンツの利用を把
握するとともに、今後のオンラインコンテンツの戦略をご検討頂け
ますと助かります。


